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代 的 更生と 歩調 を 合せて、 現代の ための、 そして 現代 

の 生んだ 一 つの 芸術 形式が、 やはり 演劇の 上で も、 相 

当の 場所 を 占めなければ ならぬ とい ふ 主張から、 過去 

の 演劇の、 云 は ^ 「近代的で ない」 部分に 反撥して、 

新しい 思想、 感情、 感覚 を 舞台に 盛らう とい ふ 運動 を 

指す のであります。 

た V しかし、 それに は 順序と いふ ものが あります。 

最初 は、 歌舞伎 劇 自身が、 動機 は 兎も角と して これ を 

試みました。 新派 劇 も その 発生 当時に 於て は、 その 名 

の 示す 如く、 新時代に 適応す る 演劇 を 目指して ゐ たの 

であります。 が、 それに も拘 はらず、 遂に、 その 何れ 



もが、 真の 「現代劇」 となり 得なかった 理由 は、 まあ 

私が 申 上げなくても、 どなた もお わかりの こと、 思 ひ 

ま ^9 

さて、 さう いふ 事情の 中で、 多くの 先駆者た ちが、 

如何にして 新しい 国 劇の 樹立 を 計らう かと 苦心 惨儋し 

たのであります が、 時 あたかも 西洋に 於て は、 例の 近 

代 劇 運動の 後を亨 けて 様々 な 演劇の 流派が 入り乱れて 

をり ました。 そこで 日本に 於け る 演劇 革新 運動 は 期せ 

ずして 西洋の 近代劇 運動と 結びつき、 西洋 劇 全体から 

学ぶべき ものと、 近代劇の 特色と して 取 入れるべき も 

のとの 厄介な 区別 をし なければ ならなかった。 しかし 



貌を伝 へ 得る とい ふやう に 簡単に は 行かな いので ぁリ 

ま ^9 

例へば、 イプセンなら イプセン、 モリエ— ル なら モ 

リエ— ルを、 日本人の 誰かが 読んだ とします。 読んだ 

だけで 舞台が 想像で きる でせ うか？ 西洋の 俳優が 如 

何に これ を 演ずる か は、 実際 それ を 見ない とわ かりま 

せん。 かりに これ を 観た としても、 その ま、 人に 説明 

できる ものではありません。 殊に、 私自身の 経験に よ 

リ ますと、 日本で ひと 通り 面白味が わかった つもりで 

ゐた 外国の 戯曲 を、 その 国へ 行って、 実際 舞台に か、 

つたと ころ を 見る 段に なって、 ひどく 佾 げざる を 得 ま 



実際 を考 へます と、 これ は 最早、 芸術 運動と いふより 

も、 寧ろ 一 個の 文化 運動で あると いふ 信念が 湧いて 来 

るので あります。 

以上、 甚だ 悲観的な ことば かり 申した やうで ありま 

すが、 新劇 も 既に、 年 三十であります。 そろそろ、 分 

別 もつ き、 身 を 固める 覚悟 もで きて 来ました。 最近の 

一 一 一年 を 境界と して、 戯曲の 方面で は、 特に 著しい 「現 

代 性」 が 見られ、 有望な 新作 家が、 それぞれ 特色 ある 

本質的な 才能 を 示し 初めた こと を 注意した いと 思 ひま 

す。 内容の 上から も、 表現の 上から も、 「新時代」 が感 

じられ ます。 た V、 この 上 は、 それらの 作家に、 よい 



じる ものであります から、 そのうちに 一人の ベルク ナ 

ァ、 ハ— バ— ト- マァシ ャル、 リイ ヌ- ノロ、 又は デ 

トリ ッヒに 匹敵す る 現代 俳優が 日本に 現 はれた だけで、 

新劇の 舞台 は、 今日よりも 更に 「新しく」、 今迄の どん 

な 芝居よりも 「面白く」 なること を 保証し ます。 皆 さ 

ん のうちに、 さう いふ 期待 を かけながら、 今夜のお 話 

を 終る ことにい たします。 (昭和 九 年 十 一 月 十 一 日、 

J • o • A . K よりの 放送 講演) 
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